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函館市医療・介護連携支援センター
医療ソーシャルワーカー 高柳 靖
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団塊世代が２０２５年に後期高齢者となる
など、今後しばらくは高齢化が進行すると
予測さる。それに伴い、在宅で療養する高
齢者の増加が見込まれており、こうした方
が住み慣れた場所で療養しながら安心し
て生活できるよう、医療と介護が包括的に
提供される体制づくりが急務となっている。
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人口

• ２６６，１３９人

高齢者数

• ８７，３８９人

高齢化率

• ３２．８％

全国 ２６．３％

北海道 ２８．８％

（平成２８年９月末）
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函館市

地域ブランド調査

第１位
幸福度

・街としての認知度
・景観や自然など環境
・食材など…
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在宅医療・介護連携推進事業

平成２７年度以降取組を開始し、平成３０年４月には全国の自治体で取り組む

関係法令の施行

地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律

地域包括ケアシステムの構築

２０２５年問題：医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制

Ｐ３２

Ｐ３４
Ｐ３５

Ｐ３３
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国 在宅医療・介護連携推進についての取組推進（介護保険法の中で制度化）

平成２７年度より取組を開始し平成３０年４月には全国の市町村で実施

地域の実情やそれぞれの専門性に鑑みて事業を委託可能

市町村が主体となり、郡市医師会等と連携して取組

函館市 函館市医師会

函館市医療・介護連携推進協議会

連携

8



函館市医療・介護
連携支援センター

在宅療養支援診療所等

後方支援病院等 訪問看護・薬局等

介護サービス

函館市地域包括支援センター

連携を推進

支援
対象者

医療と介護については、それぞれを支える保険制度が異なることなど
により、多職種間の相互の理解や情報の共有が十分にできていない
ことなど、必ずしも円滑に連携がなされていないという課題がある。
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函館市医療・介護
連携推進協議会

函館市医療・介護連携推進協議会
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函館市
函館市医療・介護

連携推進協議会

多職種連携

研修作業部会

連携ルール

作業部会

急変時対応

分科会

退院支援

分科会

情報共有

ツール作業部会

函館市医療・介護
連携支援センター

Ｐ３６・３７

協議会・委員
スケジュール
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函館市医療・介護連携支援センター

〇介護保険の知識を有する看護師、医療ソーシャルワーカー等を配置し、支援対象者や地域の医療・介護関係者、地域包括支援セ
ンター等から相談を受け付け、医療・介護連携に関する情報提供や必要な支援を行う

◆医療・介護連携の課題と抽出の対応の協議
〇医療・介護連携の課題を抽出し、その解決策及び他の各事業の対応方針について協議

◆二次医療圏内・関係市町との連携

〇退院後の在宅医療・介護サービスが円滑に提供されるよう、同一の二次医療圏内にある市町が連携し、当該二次医療圏内にある病
院と、介護サービス事業者間における情報共有等の方法について協議

医療と介護連携についての相談窓口

◆医療・介護連携に関する相談の受付等

〇医療・介護連携についての窓口の設置し、医療・
介護関係者、地域包括支援センター等からの相談
の受付けおよび情報提供を行う

〇退院支援ルールが整備されていない地域におけ
る、医療機関から在宅への円滑な移行が困難な事
例について、医療・介護の関係者に対して調整支援
を行う

〇函館市医療介護連携推進協議会での対応方針を
踏まえ、各事業を推進する

◆地域の医療・介護サービス資源の把握

〇地域の医療機関、介護事業者の住所、機能等を調査し、これ
までに函館市で把握している情報をリスト化し、マップを作成

◆地域住民への普及啓発

〇医療・介護サービスに関する講演会開催、パンフレットの作成・
配布

◆医療・介護サービス等の情報の共有支援
〇医療・介護関係者に対し、情報共有ツール等の導入を支援

◆医療・介護サービス提供体制の構築

〇地域の医療・介護関係者の協力を得て、緊急時等の連絡体制
も含めた在宅医療・介護の提供体制を整備

◆医療・介護関係者の研修

〇医療関係者に対する介護サービス等の研修、介護関係者に対
する医療等の研修を実施する。また、多職種連携のグループ
ワークを実施
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函館市から函館市医師会への委託事業
H28年10月センター準備室発足
H29年 4月センター開設
場所：函館市医師会病院内（１Ｆ地域医療連携センタークローバーに隣接）

センター長：樫木 賢三（函館市医師会病院副院長）

配置職員：4人（ＭＳＷ，看護師，事務）
※高柳・佐藤静・長谷川・川村

開設時間： 月～金曜日 8:30～17:00
土曜日 8:30～12:30

センター(直通)ＴＥＬ43-3939 ＦＡＸ43-1199
センターの人員配置の社会福祉士、看護師は医療機関での退院調整の実務経験がある者で、
介護支援専門員資格を有する）
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１ 医療・介護連携に関する相談支援

２ 切れ目のない医療・介護の提供体制の構築

３ 地域の医療・介護資源の把握

４ 医療・介護関係者の情報共有の支援

５ 医療・介護関係者の研修

６ 市民への普及啓発
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医療・介護連携に関する相談窓口を設置。介護

保険の知識を有する医療ソーシャルワーカー、看

護師を配置し、支援対象者や地域の医療・介護

関係者、地域包括支援センター等から相談を受

け付け、必要に応じて情報提供や支援を行う。

（電話・訪問・来所メール等で対応）

１ 医療・介護連携に関する相談支援
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≪ ガイドの活用方法 ≫

入退院支援に関する相談や支援依頼に
対する標準対応方法として活用

各団体、各事業所の新規職員への指導
の場面や研修会等での活用

多職種連携に携わる実務者が参考書的
に活用

医療機関関係者と､在宅､施設の介護関
係者の入退院支援に関する相互の働き
や動きが把握でき、関係多職種の相互
理解の促進に有用

２ 切れ目のない医療・介護の提供体制の構築

入退院支援、急変時対応のルール作りなど

各関係機関へ、ガイドの説明会を年
度内に予定しております。
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地域の医療・介護資源の把握、在宅医療・後方支
援病院のリスト・マップ （ホームページへの掲載）

３ 地域の医療・介護資源の把握

在宅医療・介護連携マップ

「在宅医療」もしくは「在宅療の後方支
援」に取り組む市内の病院、診療所、

薬局、介護事業所などについて

インターネット上で位置情報の
確認や施設情報を表示します。

ＵＲＬ：hakodate-ikr.jp
（スマートフォン対応） 17
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医療・介護関係者間で情報を共有するための共有

ツールの作成・活用促進

（基本，応用ツール）

４ 医療・介護関係者の情報共有の支援

“名古屋市方式”をベースにして
どの職種でもわかりやすく、見や

すく、連携しやすいことを重視し
て作成。

・フェイスシートとなる基本ツール
と特別な医療等をより詳細に情
報共有する応用ツールを作成
・平成29年4月以降の運用開始

について現在協議中。その後、
市内関係機関での活用を推奨。



地域の医療・介護関係者の連携を実現するために、
多職種でのグループワーク等の研修を行う。また、
必要に応じて、医療関係者に介護に関する研修会、
介護関係者に医療に関する研修会の開催等を行う。

５ 医療・介護関係者の研修
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在宅医療や介護サービス等に関する講演会開

催、リーフレットの作成、配付等により、地域住

民の在宅医療・介護連携の理解を促進する。

６ 市民への普及啓発
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がん末期で急性期病院に入院中の７０代男性。積極的な治療は困難な
ため、今後は本人の希望する自宅への退院方向となる。

スクリーニングと
アセスメント

退院に向けての
支援計画

在宅で必要となる
サービスの調整

退院前カンファレ
ンス

退院時支援

入院入院

退院退院

急性期病院の退院支援担当者（看護師、ＭＳＷ等
が介入し、多職種との連携を図り退院支援を行う。

例えばこんなケース 病院⇒在宅
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スクリーニングと
アセスメント

退院に向けての
支援計画

在宅で必要となる
サービスの調整

退院前カンファレ
ンス

退院時支援

入院入院

退院退院

ケアマネジャー
訪問看護

訪問診療など

はぁ….困ったわ

どうしましょう
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やっぱり、家での生活は不安だわ。

でも、今になってお世話になってい
る病院や先生には言いづらいわ…

急に家には帰られないと言われて
も、今の病態で対応可能な施設を
探して欲しいと言われても…時間も
かかるし

入院中だし、医療のことは正直知
識不足もあるし、私に相談されても
何とも…どうしたらよいか

１ 医療・介護連携に関する

相談支援

６ 市民への普及啓発

３ 地域の医療・介護資源
の把握

２ 切れ目のない医療・介護
の提供体制の構築

４ 医療・介護関係者の
情報共有の支援

５ 医療・介護関係者の
研修

でんわ

リーフレット

マップ

研修

ツール

ガイド
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質問① （本日の研修会の事前質問）

24



在宅での緩和ケア
や看取りを行ってい
る医師を探したけど
見つからない？

医療依存度が高い

利用者の在宅療
養にはどのような
準備が必要？

在宅医療に関する

研修を受講したい。
様々な研修な講演
会の開催予定をし
りたい。

ケアマネジャーが
一人だけの職場で、

退院調整への関わ
りに不安がある

通院がたいへんな
ので、訪問してくれ
る歯科医師に相談
したいけど、どこに
聞くとよいか？

回 答

（電話・訪問・来所メール等で対応）
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質問②

回 答
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ご意見
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意見
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おわりに
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ご清聴ありがとうございました。
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分野 所属団体 職名 氏名 勤務先

医療

公益社団法人函館市医師会 副会長 恩村 宏樹 医療法人社団恩村内科医院

一般社団法人函館歯科医師会 副会長 岩井 祐司 戸井歯科診療所

一般社団法人函館薬剤師会 常務理事 水越 秀通 はこだて調剤薬局美原店

公益社団法人北海道看護協会道南南支部 支部長 高橋 純子
医療法人道南勤労者医療協会
道南勤医協函館稜北病院

道南在宅ケア研究会 幹 事 岡田 晋吾 医療法人守一会北美原クリニック

函館地域医療連携実務者協議会 世話人 亀谷 博志
社会福祉法人函館厚生院函館中央病
院

一般社団法人
北海道医療ソーシャルワーカー協会南支部

事務局長 酒本 清一 独立行政法人国立病院機構函館病院

介護

函館市居宅介護支援事業所連絡協議会 会 長 中村 清秋 居宅介護支援事業所ひなたぼっこ

函館市地域包括支援センター連絡協議会 幹 事 松野 陽 函館市地域包括支援センター厚生院

函館市訪問リハビリテーション連絡協議会 会 長 寺田 昌弘 社会医療法人仁生会西堀病院

道南訪問看護ステーション連絡協議会 副会長 保坂 明美
株式会社トラントユイット
訪問看護ステーションフレンズ

道南地区老人福祉施設協議会 会 長 齋藤 禎史 介護老人福祉施設シンフォニー

行政 函館市保健福祉部 部 長 藤田 秀樹 函館市

(敬称略）
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※第７時函館市高齢者保健福祉計画・第６期函館市介護保険
事業計画（平成２７年度～平成２９年度）～抜粋資料

準備室
H28.10

センター稼働
H29.04.01
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